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「象の鼻テラス活用業務委託」 

提案書作成要領 

 

本業務における提案書作成要領（以下「本要領」という）は、次のとおりです。 

 

１ 件名 

象の鼻テラス活用業務委託 

 

２ 業務の内容 

別添「業務説明資料」のとおり 

 

３ プロポーザル参加資格 

(1) 参加者の構成 

ア 単独の法人（単独提案）、又は複数の法人により構成される共同事業体（共同提案）とします。 

なお共同提案の場合は、代表団体と共同団体を決め、代表団体が参加手続きを行います。 

イ 同一参加者が複数の提案を行うことはできません。 

ウ 参加者は、他の共同事業体の構成員になることはできません。  

エ 提案書提出以降は、原則として共同事業体の構成員の変更及び追加を行うことはできません。 

(2)  参加資格要件 

共同提案の場合、ア及びイは代表団体に適用し、エは代表団体または共同事業体の構成員に適用し

ます。 

ア 資格要件   

（ア）及び（イ）を満たすものとします。 

(ア) 象の鼻テラスと同程度（600 ㎡）以上の施設の運営実績を有すること。 

(イ)  参加意向申出書提出の時点で横浜市一般競争入札参加有資格者名簿（物品・委託等）に登載さ

れていること（登録種目は問いません）。ただし、登載されていない場合でも、参加意向申出

書を提出する時点で登載申請中であり、受託候補者を特定する期日までに登載が完了する場

合は参加可能とします。 

イ プログラムディレクター  

次の項目の両方に該当する者を必ずプログラムディレクターとして登録します。登録後は原則と

して変更できません。  

（ア）文化芸術（美術、音楽、パフォーミングアーツ等）やエンターテインメントをはじめ、まちづ

くり、公共空間活用、地域交流等の分野において、プログラムの企画・実施に関する実績を有

する者。 

（イ） 代表団体の法人に属する、または契約関係にある者 

ウ 共同団体の資格要件 

参加意向申出書提出の時点で横浜市一般競争入札参加有資格者名簿（物品・委託等）に登載されて

いること（登録種目は問いません）。ただし、登載されていない場合でも、参加意向申出書を提出す

る時点で登載申請中であり、受託候補者を特定する期日までに登載が完了する場合は参加可能とし

ます。また、飲食店舗、ショップ（物販スペース）運営に携わる法人のみ、登載されていなくても共
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同団体の資格を満たします。 

 

※ 横浜市一般競争入札参加有資格者名簿（物品・委託等）に登載をしていない場合は、下記のサイト

にて５月 15 日（金）までに手続きを完了して下さい。ただし、参加意向申出書を提出する時点で

登載申請中であり、受託候補者を特定する期日までに登載が完了する場合は参加可能とします。） 

 

入札参加資格審査申請手続きは横浜市電子入札サイト「ヨコハマ・入札のとびら」をご

覧下さい。 

（ＵＲＬ）https://keiyaku.city.yokohama.lg.jp/epco/keiyaku/toroku/z_index.html  

（ヘルプデスク）045－662－7992（開設時間：午前９時～午後５時 土・日・祝日除く） 

 

エ 参加者の制限 

次のいずれかに該当する者は、参加者となることはできません。 

(ア) 地方自治法施行令（昭和 22 年政令第 16 号）第 167 条の４の規定に該当する者 

(イ) 破産法（平成 16 年法律第 75 号）に基づき破産手続開始の申立てがなされた者及びその開始

決定がされているもの 

(ウ) 会社更生法（平成 14 年法律第 154 号）に基づき更正手続開始の申立てがなされている者 

(エ) 民事再生法（平成 11 年法律第 225 号）に基づき再生手続開始の申立てがなされている者 

(オ) 参加意向申出書提出時点において、横浜市指名停止等措置要綱（平成 16 年４月１日）の規定

による指名停止を受けている者 

(カ) 暴力団（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成 3 年法律第 77 号）第２条第

２号に規定する暴力団をいう。）又は暴力団経営支配法人等（横浜市暴力団排除条例（平成 23

年 12 月横浜市条例第 51 号）第２条第５号に規定する暴力団経営支配法人等をいう。）である

者、及びその利益となる活動を行う者 

(キ) 最近１年間の法人税、消費税及び地方消費税を滞納している者 

(ク) 本事業を円滑に遂行できる安定的かつ健全な財務能力を有しない者 

(ケ) 宗教活動や政治活動を主たる目的とする法人等 

(コ) 象の鼻テラス運営団体選考分科会委員が過去及び現在において経営に直接関与している者、

又は関与する予定のある者 

(サ)  象の鼻テラス運営団体選考分科会委員、本公募に係る横浜市職員に、本公募に関して接触し

た者 

 

４ 提案に対する制限 

次の各項目に該当する者はプログラムディレクターとして参加することはできません。また、応募者は

次の各項目に該当する者から助言を受けることはできません。 

(1) 象の鼻テラス運営団体選考分科会の委員及びその家族 

(2) 象の鼻テラス運営団体選考分科会の委員及びその家族が主宰、役員、顧問をしている法人などに所

属している者 

(3) 象の鼻テラス運営団体選考分科会の委員が大学に所属する場合において、その委員の研究室に現に

所属する者 
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５ プロポーザル実施スケジュール 

公 募 開 始 ４月 30 日（木） 

↓  

入札参加資格審査申請締切 ５月 15 日（金） 

↓  

施 設 見 学 申 込 書 締 切 ５月 19 日（火） 

  

施 設 見 学 ５月 26 日（火） 

↓  

質 問 書 受 付 期 間 ５月 27 日（水）～６月３日（水） 

↓  

質 問 書 回 答 ６月 12 日（金） 

↓  

参 加 意 向 申 出 書 提 出 締 切 ６月 17 日（水）17 時必着 

↓  

応 募 資 格 確 認 の 通 知 ６月 22 日（月）頃発送（予定） 

↓  

提 案 書 提 出 期 間 ６月 29 日（月）～７月 10 日（金） 

↓  

象 の 鼻 テ ラ ス 運 営 団 体 選 考 分 科 会 

(プレゼンテーション、ヒアリング) 
７月下旬～８月上旬（予定） 

↓  

横 浜 市 創 造 界 隈 形 成 推 進 委 員 会 ８月下旬（予定） 

↓ 

にぎわいスポーツ文化局入札参加資格審査・

指 名 業 者 選 定 委 員 会 
８月下旬（予定） 

↓ 

結 果 発 表 ８月下旬～９月（予定） 

 

６ 施設見学の開催 

象の鼻テラスの施設見学を次のとおり開催します。見学希望者は、施設見学申込書〈様式１〉を提出し

てください。 

(1) 提出期限 令和８年５月 19 日（火）午後５時まで（必着） 

(2) 提 出 先 横浜市にぎわいスポーツ文化局 文化芸術創造都市推進部 創造都市推進課 

nw-zou@city.yokohama.lg.jp 
(3) 提出方法 電子メール 

        件名：【施設見学申込】象の鼻テラス活用業務委託 

(4) 開催日時 令和８年５月 26 日（火）（10 時～18 時のうち 30 分程度 ※時間は別途お知らせします） 
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(5) 開催場所 象の鼻テラス 

(6) 参加人数 人数については別途調整の上、決定します。 

 (7)  質問受付 見学時には質問を受け付けません。７「質問受付」の期間で受け付けます。 

 

７ 質問受付 

本要領等についての質問がある場合は、質問書〈様式２〉を提出してください。 

(1) 受付期間 令和８年５月 27 日（水）から６月３日（水）午後５時まで（必着） 

(2) 提 出 先 横浜市にぎわいスポーツ文化局 文化芸術創造都市推進部 創造都市推進課 

nw-zou@city.yokohama.lg.jp  
(3) 提出方法 電子メール 

件名：【質問書】象の鼻テラス活用業務委託 

(4) 回 答 令和８年６月 12 日（金）午後４時以降に横浜市のホームページ（以下の URL）に質問と

あわせて掲載します。 

URL：https://www.city.yokohama.lg.jp/kanko-bunka/bunka/sozotoshi/sozotoshi/kyot
en/zounohana_kobo.html 
 

８ 参加意向申出書の提出 

本プロポーザルに参加する場合は、 (４)の書類を提出して下さい。 

(1) 提出期限 令和８年６月 17 日（水）午後５時まで（必着） 

(2) 提 出 先 横浜市にぎわいスポーツ文化局 文化芸術創造都市推進部 創造都市推進課 

nw-zou@city.yokohama.lg.jp 
(3) 提出方法 電子メール 

件名：【参加意向申出書】象の鼻テラス活用業務委託 

(4) 提出書類 

ア 参加意向申出書〈様式３－１〉 １部 

（共同提案の場合は、様式３－２） 

イ 誓約書〈様式４〉 １部 

（共同提案の場合は、参加する各法人１部ずつ） 

《参加意向申出書に関する注意》 

・ 原則として提出期限を過ぎた場合は受け付けません。 

・ 原則として、参加意向申出書提出期限（令和８年６月 17 日（水））までに横浜市一般競争

入札参加有資格者名簿（物品・委託等）に登載されていなければなりません。同名簿に未

登載である場合は、令和８年５月 15 日（金）までに登録申請を行って下さい。(登録方法

については本要領Ｐ２を参照) 

ただし、参加意向申出書を提出する時点で登載申請中であり、受託候補者を特定する期 

日までに登載が完了する場合は参加可能とします。 

 

(5) 参加資格確認結果の通知 

ア 応募者の参加資格を確認し、資格の有無に関わらず参加資格確認結果通知書〈様式５〉を電子メー

ルにより通知します。参加資格があることを確認できた場合には、登録番号を通知し、あわせてプ
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ロポーザル関係書類提出要請書〈様式６〉を電子メールにより送付します。 

イ 参加資格が確認されなかった旨の通知を受けた応募者は、書面により参加資格が確認されなかっ

た理由の説明を求めることができます。なお、書面は本市が通知を発送した日の翌日起算で、市役

所閉庁日を除く５日後の午後５時までに参加意向申出書提出先まで提出して下さい。 

ウ 前項により説明を求められたときは、本市が書面を受領した日の翌日起算で、市役所閉庁日を除く

５日以内に説明を求めた者に対し書面により回答します。          

 

９ 提案書の提出 

(1) 受付期間 令和８年６月 29 日（月）から７月 10 日（金）午後５時まで（必着） 

(2) 提 出 先 横浜市にぎわいスポーツ文化局 文化芸術創造都市推進部 創造都市推進課 

所在地 所在地 〒231-0005 横浜市中区本町６-50-10 横浜市役所 28 階 

電話  045-671-3868 

(3) 提出方法 持参、郵送（書留）又は宅配便（期限までに必ず到着するように発送して下さい。） 

梱包表面には朱書きで「象の鼻テラス活用業務 提案書」と明記。 

（持参の場合は、午前９時～正午と午後１時～午後５時の間に受け付けます。） 

(4) 提出書類 

ア 提案書表紙〈様式７〉 

イ 法人概要及び当該業務に類する業務実績〈様式８〉 （Ａ４ ３枚まで資料添付可） 

ウ プログラムディレクターの業務実績〈様式９〉 （Ａ４ ３枚まで資料添付可） 

エ 提案概要が簡潔に記載された資料（提出用紙：Ａ３横×２枚・片面のみ。様式任意） 

オ 提案書本文 （提出用紙：Ａ４縦・片面のみ、４０枚まで。様式任意） 

業務説明資料 別表１「象の鼻テラス活用業務委託 業務概要」及び提案書評価基準    

「評価項目」の各項目に係る提案内容が記載されたもの 

カ 提案書評価基準の「ワークライフバランスに関する取組」関連書類 （該当する場合のみ） 

ワークライフバランスに関する取組状況 提出書類 
次世代育成支援対策推進法に基づく一般事

業主行動計画を策定している場合 （従業員

101人未満の場合のみ） 

厚生労働省各都道府県労働局の受付印のあ

る「一般事業主行動計画策定・変更届の写

し」 
女性の職業生活における活躍の推進に関す

る法律に基づく一般事業主行動計画を策定

している場合 （従業員301人未満の場合の

み） 

厚生労働省各都道府県労働局の受付印のあ

る「一般事業主行動計画策定・変更届の写

し」 

以下いずれかの認定を取得している場合 
①次世代育成支援対策推進法による認定

（くるみんマーク） 
②女性の職業生活における活躍の推進に関

する法律に基づく認定（えるぼし認定） 

③よこはまグッドバランス企業の認定 

①「基準適合一般事業主認定通知書の写

し」または「基準適合認定一般事業主認定

通知書の写し」 
②「認定通知書の写し」 
③「認定通知書の写し」又は「認定証の写

し」 
青少年の雇用の促進等に関する法律に基づ

くユースエール認定を取得している場合 
「認定通知書の写し」 
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障害者雇用促進法に基づく法定雇用率2.5%

を達成している場合 
ハローワークに提出した「障害者雇用状況

報告書（事業主控）」（令和８年６月１日

現在）の写し又は雇用状況がわかるもの 
 

(5) 提出部数 正本 １部 

副本 ８部 

(6) 提案書の体裁 

ア 評価は、匿名で行います。登録番号(参加資格確認結果通知書にて通知)を各書類の右上に 18 ポイ

ント程度の文字で記載して下さい。 

    

    記入例） 

     

 

(7) 提案の前提条件 

提案書に記載された内容は、本プロポーザルのみの設定条件に限ったものであり、特定後の業務委託

遂行の際の条件になるものではありません。 

 

10 ヒアリングの実施 

象の鼻テラス運営団体選考分科会において、応募者の提案内容について、ヒアリングを実施します。 

(1) 実施日程：令和８年７月下旬～８月上旬（予定） 

(2) 実施場所：横浜市役所 

(3) 出席者 ：応募者に所属する常勤の職員３名以内とします。共同団体も出席する場合においても、

一応募者につき合計で３名以内とします。 

(4) その他 ： 

ア ヒアリング時は提案書を使用し、口頭にて説明を行っていただきます。資料の追加・変更は認めま

せん。ただし、必要に応じて事務局から資料の追加提出を求める場合があります。 

イ 集合時間等詳細については別途お知らせします。 

 

11 審議について 

象の鼻テラス運営団体選考分科会での評価結果を横浜市の附属機関である横浜市創造界隈形成推進

委員会に諮り審議します。その結果を創造界隈形成推進委員長がにぎわいスポーツ文化局第 1 入札参

加資格審査・指名業者選定委員会に報告し、受託候補者を特定します。 

名称 にぎわいスポーツ文化局第1入札参

加資格審査・指名業者選定委員会 

象の鼻テラス運営団体選考分科会 

所掌事務 プロポーザルの実施、受託候補者の

特定に関すること 

プロポーザルの評価に関すること 

委員 にぎわいスポーツ文化局長 

総務部長 

にぎわい創出戦略部担当部長（庶務

担当部長） 

観光 MICE 振興部長 

恵良 隆二（横浜市芸術文化振興財団専務理事） 

藤木 幸太（横浜港運協会会長） 

宮尾 弘子（株式会社 FrancFranc 商品本部長） 

森下 晶美（東洋大学国際観光学部教授） 

登録番号 

  ０００ 

＊縦 15 ㎜×横 50 ㎜の枠内

に表示して下さい。 
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スポーツ振興部長 

文化芸術創造都市推進部長 

総務課企画調整担当課長 

 

12 評価項目 

本プロポーザルで評価する項目については以下のとおりです。 

(1) 評価項目 

評価項目 

（カッコ内は配点） 

配点 

（満点） 

基本的事項（20） ５年間の施設運営のコンセプト・KPI の設定 20 

管理運営業務（30） 

運営計画・施設計画・運営体制・収支計画 10 

業務実績・組織体制 10 

観光インフォメーションの計画内容・ 

施設および事業の広報計画 
10 

プログラム実施業務

（30） 

自主企画事業・協力事業コーディネートの計画内容 20 

事業の実現性 10 

飲食店舗・ショップ

（20） 
提供サービスの内容 20 

合計  100 

(2) 得点は、100 点満点とし、総計が 50％に満たない場合は、運営事業者として特定されません。 

(3)  合計得点が同点だった場合、特定が一団体に絞られるまで【１】から順に処理します。 

  【１】「プログラム事業」の総得点が高い方を特定する。 

  【２】評価の合計点について、高い得点を入れた委員が多い方を特定する。 

  【３】奇数の委員（出席委員数が偶数の場合議長を除く）で投票。 

(5) 評価項目に関する詳細は「業務説明資料 別表１」の「期待する提案内容」及び「「象の鼻テラス活

用業務委託」提案書評価基準」の「評価の着目点」を参照してください。 

 

13 特定・非特定の通知 

(1) 提案書を提出した者のうち、受託候補者として特定された者及び特定されなかった者に対しその旨

及びその理由を書面で通知します。 

(2) 特定されなかった旨の通知を受けた応募者は、書面により特定されなかった理由の説明を求めるこ

とができます。なお、書面は本市が通知を発送した日の翌日起算で、市役所閉庁日を除く５日後の午

後５時までに提案書提出先まで提出して下さい。 

(3) 前項により説明を求められたときは、本市が書面を受領した日の翌日起算で、市役所閉庁日を除く

５日以内に説明を求めた者に対し書面により回答します。 

 

14 提案書の取り扱い 

(1) 提案書等の著作権は応募者に帰属し、横浜市は次の(2)及び(3)の場合においては提案書等を無償で

使用する権利を持つものとします。 

(2) 提案書等の提出資料は、本業務受託候補者の特定以外に応募者に無断で使用しないものとします。
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ただし、以下の場合には使用することがあります。 

ア 公正性、透明性を期すために、「横浜市の保有する情報の公開に関する条例」等関連規定に     

基づき公開することがあります。 

イ 提出資料については、受託候補者特定後、所定の期間、ホームページでの公表や、審査報告書の作

成、庁舎等での展示等に使用することがあります。 

(3) 提出資料は、プロポーザルの特定を行うために必要な範囲又は公開等の際に複製を作成することが

あります。 

(4) 提案書等の提出後、横浜市の判断により補足資料の提出を求めることがあります。 

(5) プロポーザルに虚偽の記載をした場合は、プロポーザルを無効とするとともに虚偽の記載をした者

に対して、横浜市各局の業者選定委員会において選定を見合わせることがあります。 

(6) 提出された提案書等の資料は返却しません。 

 

15 その他 

(1) 提案書の作成及び提出等に係る費用は応募者の負担とします。 

(2) 無効となるプロポーザル 

ア 提案書の提出方法、提出先、提出期限に適合しないもの 

イ 提案書作成要領に指定する提案書の作成様式及び記載上の留意事項に適合しないもの 

ウ 提案書に記載すべき事項の全部又は一部が記載されていないもの 

エ 提案書に記載すべき事項以外の内容が記載されているもの 

オ 許容された表現以外の内容が記載されているもの 

カ 虚偽の内容が記載されているもの 

キ 本要領 ３(2)-エ（参加者の制限）または４（提案に対する制限）に抵触する者 

ク ヒアリングを欠席した者 

(3) 手続きにおいて使用する言語及び通貨 

ア 言語 日本語 

イ 通貨 日本国通貨 

(4) 特定後の業務についての契約書作成の要否 

契約書の作成を要します。 

 

16 留意事項 

(1) プログラムディレクターは、変更することはできません。なお、応募グループの構成についても原

則として変更を認めません。やむを得ない場合は横浜市と協議を行い決定します。 

(2) プロポーザルのために横浜市において作成した資料は、横浜市の了解なく公表、使用することはで

きません。 

(3) プロポーザルは受託候補者の特定を目的に実施するものであり、契約後の業務においては、本市と

協議を重ねながら仕様の策定を行いますので、必ずしも提案内容に沿って実施するものではありま

せん。 

(4) 特定されたプロポーザルを提出した応募者とは、後日、本要領及び特定されたプロポーザル、横浜

市委託契約約款等に基づき、業務委託契約を締結します。業務委託条件等は契約段階において若干の

修正を行うことがあります。 
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(5) 参加意向申出書の提出後契約締結までの手続き期間中に指名停止となった場合には、以後の本件に

関する手続きの参加資格を失うものとします。また、受託候補者として特定されている場合は次の順

位の者と手続きを行います。 

(6) 書類提出後の追加及び修正は、理由の如何に関わらず認めません。 

 

17 公募関係資料・参考資料の掲載 

 (1) 公募関係資料 

横浜市のホームページからダウンロードして印刷し使用して下さい。 

URL：https://www.city.yokohama.lg.jp/kanko-bunka/bunka/sozotoshi/sozotoshi/kyoten/zounoha
na_kobo.html 

 (2) 参考資料 

    各ホームページから閲覧することができます。 

ア 「文化芸術創造都市施策」について 
https://www.city.yokohama.lg.jp/kanko-bunka/bunka/sozotoshi/outline.html 

イ 「創造界隈拠点」について 
https://www.city.yokohama.lg.jp/kanko-bunka/bunka/sozotoshi/sozotoshi/kyoten/kyoten.html  

ウ 「水際線まちづくりコンセプトプラン」について 
     https://www.city.yokohama.lg.jp/kurashi/machizukuri-kankyo/toshiseibi/toshin/suisaisen/conceptplan.html 
エ 象の鼻テラスホームページ 

https://zounohana.com/ 


